
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2021年 11月 25日 

復活第１号 
https://www.zoukeimoriage.com/ 

 
再生、造形教育をもりあげる会 

                      会長 武田晴信 

 私達、「造形教育をもりあげる会」は横浜国立大学の小関利雄教授の主催によって 1957年に藤沢市片

瀬の「向洋荘」を会場に産声を上げました。それから約 65年の歳月が流れました。神奈川県の幼稚園・

保育園・小学校・中学校・高校・大学・画塾・その他多彩な方々や他県の方々の参加で造形教育を柱に、

未来に生きる子ども達の育成する活動を行ってきました。 

 しかし、昨年・今年と世界的に流行したコロナウイルスによって二度の研究大会は中止となりました。

この 5 年間は佐々木孝会長を中心に会を継続してきましたが、2021 年 9 月を持って会長職を退任され

ました。同時期に会の事務局長を務めてきた私、武田が新会長に就任いたしました。 

 私は 30数年前にこの「造形教育をもりあげる会」（以下、『もりあげ』と記します。）に参加してから、

私の本職であった小学校教諭としての在り方を大変学びました。そして多くの素晴らしい方々と出会う

事が出来ました。少しでも恩返しができるように会長職を務めたいと思っています。 

 「もりあげ」は 2年間研究大会が中止となりましたが、新しいメンバーで造形活動を通して新しい時

代の造形教育をつくって行きたいと思っています。意欲にあふれた方々の参加をお待ちしています。 

 

会報「UMU」の復活 

新たな「造形教育をもりあげる会」が動き出し始めるにあ

たり、これまで、もりあげる会のコミュニケーションを支え

てきた会報「ＵＭＵ」を復活させていきます。 

会報「ＵＭＵ」は、昭和５０年(1975)７月２１日に第１号

が発刊されました。当初の編集責任者は佐藤元巳先生でした。

それ以降、昭和から平成に至るまで、100号以上引き継がれて

きました。 

そして、平成６年(1994)１０月２２日に「ＵＭＵ」は新生

１号として新たに創刊されました。この当時にも、もりあげ

る会を継続、進化させていきたいという気持ちが強く表れて

いる気がします。もりあげる会が常に前を向いて、新たな創

造を続けていく会であることの証ではないでしょうか。 

小関先生は、第１号で、「この会報は会員相互の親交の絆と

なり、たがいの研究の刺激となる」と述べられています。 

この会報「ＵＭＵ」が、新たなもりあげる会の基盤となり、

会員一人一人の支えとなるよう育てていきたいと思います。 

「ＵＭＵ」って？ 

 会報の名前「ＵＭＵ」の由来は、 

「うむ」「生む」からきているとのこと

で、「いろいろなものを生んでいく。つ

くっていく」という思いが込められて

いるようです。 

 ちなみに、題字のデザイン及び、も

りあげる会のマークは、故中山府仁夫

先生の作です。 

 

「ＵＭＵ」はメルマガ方式で配信 

復活版の「ＵＭＵ」は、印刷して送

付することはしません。 

 すべて、ＰＤＦ形式でメール配信し

ていきたいと思います。 

 メール登録している会員の方に配

信します。 

https://www.zoukeimoriage.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６６回造形教育研究大会 
 令和４年７月２３日(土) 横浜ワールドポーターズ イベントホール A・B 

大会テーマ 

 

 人は造形を通して自分をつくる。造形を通して自分の生き方をつくる。造形を通して、人は自分自身

を創っていくととらえることができる。 

 これからの世の中、先の読めぬ未来が広がっているが、そこで大切にしなければならないのは自分自

身である。これからの明日を担う子どもたちには、自分自身をしっかりとつくり、自分を表現すること

を大切にし、不透明な未来に対応できる人として育って欲しい。 

 そして、人や生命、環境にやさしいよりよい明日を創りだしていく力を、造形を通して培っていきた

い。 

大会に向けて 

 第６６回大会は、２度の大会中止を乗り越えて復活する大会です。これまでの研究大会の成果を生か

しつつ、新たな発想で大会運営を創造していきたいと考えています。 

 研究大会の企画運営については、今後詳細を考えていきます。みなさんの知恵を出し合って、今の社

会に必要な造形の役割を提案していけるような企画を創造していきましょう。 

自分をつくる 生きるをつくる 明日をつくる造形 

鎌倉女子大学幼稚部作品展 

 鎌倉女子大学幼稚部の作品展が、11 月 13 日(土)14 日(日)

に行われました。 

 年少組は「恐竜どーん！！」年中組は「ぼくらはちいさな

海ぞくだ」年長組は「むかしのにほん」と、それぞれ子ども

たちの興味関心から生まれたテーマをもって取り組んでい

ました。 

 どの子の作品も生き生きとした表現が見られ、楽しそう

にのびのびと表している様子が感じられました。 

 子どもたち一人一人の表現には、やらされている感がな

く、自分のイメージや自分が表したいという思いが表れて

いるところが素晴らしいですね。 

 個々の作品も楽しめましたが、それぞれの学年の展示が

とても素晴らしいことにも感心し 

ました。 

 鎌倉女子大学幼稚部の実践は、 

次回の第６６回造形教育研究大会 

で提案をしていただく予定です。 

運営委員長のつぶやき 

 復活版の「UMU」創刊号を発行するこ

とができました。発行というより配信で

すかね。 

 配信は、もりあげる会にメール会員登

録をした人３０名、特別に郵送で配信し

た人４名。合わせて３４名への配信です。 

 復活「UMU」を３４名に送れたことを

まずは喜び、ここから始まるぞという意

気込みを皆で共有しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2021年 12月 1日 

moriage123@gmail.com 

第２号 
https://www.zoukeimoriage.com/ 

 

もしかして、これが私の「造形遊び」の原点？ 

 もう５０年以上も前、私が小学校５年生か６年生の頃のことです。当時の私は結構やんちゃで学校で

は休み時間になると真っ先に校庭に飛び出して遊び始める子どもでした。なぜかその時は、校庭ではな

く、友だち数人と体育館で遊んでいました。当時は、休み時間も体育館は施錠されてなく、入ろうと思

えばいつでも入れる状態だったのでしょうね。 

昔の体育館は、舞台の下に「奈落」といわれる下手と上手を結ぶ地下通路 

がありました。地下といっても、階段を７・８段降りていくような半地下で 

狭い通路上になっており、通路わきのちょっと高くなっているところがパイ 

プ椅子などを置いておくスペースとなっていました。このように説明しても、 

若い人には、全くイメージがつかめないかもしれませんが、年配の方なら懐 

かしくその様子を思い浮かべることができるのではないでしょうか。 

私たちは、体育館で遊んでいるうちに、子どもにとっては一番興味のあるこの奈落に入り込んで遊び

始めました。スイッチ一つで裸電球が２つくらいつくのですが、中は薄暗く、冒険心をくすぐられる場

所です。体育館での遊びが２・３日続いたころ、いつものようにまた奈落に入り込んでいると、通路の

脇のちょっと高いところに置いてある大量のパイプ椅子に目が行くようになってきました。 

「この椅子の奥には何があるのだろう？」「なんか椅子を動かしてみたいな」と思い始め、折りたたん

だパイプ椅子を積み重ねてあるところから、椅子を一つずつどかしていきました。どかした椅子の置き

場がないので上に重ねていくと、椅子のトンネルのようになりました。どかしては上に積み重ねを続け

ていくと、どんどんトンネルが伸びていきます。自分たちでつくった椅子のトンネルはちょっとスリル

もあり、わくわくどきどきです。何日かかけて休み時間ごとにそこに入り込んでトンネルをのばしてい

きました。上手側から進んだトンネルは、いよいよ下手側までつながり、そこに、ちょっとした空間が

開けました。「おー！つながった」そこは、まさに秘密基地です。自分たちがつくった長いトンネルを抜

けてたどり着ける、まさに自分たちだけが知っている秘密基地でした。達成感と喜びで満たされたのを

今でもはっきり思い出します。よほど印象に残っているのですね。 

この後しばらくの間、休み時間になると体育館の奈落に入り込み、秘密基地にたむろしての遊びが続

きました。休み時間が終わって、そこから出る際には、トンネル入り口を椅子でふさいでカモフラージ

ュすることを忘れませんでした。自分たちの楽しみを邪魔されないための、子どもなりの知恵です。 

しかし、数日後、あまりに楽しくてはしゃぎすぎたのか、外に声が漏れて体育館近くで遊んでいた子

たちに気がつかれてしまい、捜索に来た先生たちにあえなく見つかってしまいました。 

たぶん結構怒られたのだと思いますが、そこは覚えていません。 

パイプ椅子という材料と体育館の奈落という場所を生かして、遊びの中から造形が生まれ広がってい

ったのは、まさしく「造形遊びの原点」だったのかなと感じます。        (宮川友二朗) 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11月の月例会報告 

 １１月２７日（土）１４：００～１６：００ 

川崎市立新町小学校  参加者：武田、増田、紺野、佐伯、小川、宮川 (６名) 

 

 研修会   「クリスマス：ハートのクラフト(ﾃﾞﾝﾏｰｸﾊﾞｰｼﾞｮﾝ)」（講師：佐伯さん） 

       コーヒーとお菓子とともに、談笑しながら和やかで 

しっとりした心地よい雰囲気の中で研修を行いました。 

今回は、デンマークの「ユールイヤータ」という、 

クリスマスオーナメントのつくり方を講師の佐伯さん 

に教えてもらいながらつくってみました。 

なかなか繊細で緻密な手作業が必要で、みな自然と集中 

する姿が見られました。素敵な作品もできあがり、楽しい 

研修となりました。 

 研究会  「第６６回大会研究テーマについて」 

      「自分をつくる 生きるをつくる 明日をつくる 造形」 

 研究局の資料をもとに、テーマをどうとらえるのか話し合いました。もりあげる会の基本的な考え方

として皆で共通理解を図っていく必要性や、多くの人にこれを伝えていきたいという意見などを交わし

ました。短い時間でしたが、参加者のさまざまな思いが表出できる場となってよい時間となりました。 

運営委員会 （下記のような内容で話し合いました） 

 ① 第６６回造形教育研究大会に向けて 

・実施する方向で検討を進める（2022.7.23 横浜ワールドポーターズ） 

 ② 今後の月例会の持ち方  

 ③ 「会報」「会員登録」について 

１２月月例会の予定 

１２月１８日(土)１４：００～  

川崎市立新町小学校  

１．研修会 

  「３０分でできる切り絵の極意」 

   講師：武田会長 

２．研究会 

  「研究テーマから」研究局提案による 

３．運営委員会 

 ①第６６回造形教育研究大会の計画 

 ②提案者の確認 

③今後の会の運営について 

※月例会には、会員の方どなたでも自由に参加

できます。参加希望の方はメールください。 

ホームページも見てください 

 ホームページも随時更新しています。 

１１月の月例会の様子はホームページやブログ

にも掲載しています。 

 ホームページで特に見ていただきたいおすす

めの記事は、「もりあげヒストリー」です。 

もりあげる会に関わっていた方々からの投稿

で、当時の様子がよくわかり、 

懐かしく読んでいくことが 

できると思います。 

「もりあげヒストリー」への 

投稿も随時受け付けています 

ので、よろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2021年 12月 12日 

moriage123@gmail.com 

第３号 
https://www.zoukeimoriage.com/ 

 

私の思う造形遊び   （武田晴信） 

 UMU 第 2 号の宮川研究局長の『「もしかして、これが私の「造形遊び」の原点？」』を読んで私の関

わった造形遊びを思い出したのでそれを書きます。 

 2000 年、私が、藤沢市善行にある神奈川県立総合教育センターで長期研修員をしていた頃のことで

す。2000 年は教育課程が大きく変わった年でした。総合的な学習や図工では高学年に造形遊びが導入

されました。そこで、このときの私の研究テーマは「人やものとの関わりを生かした造形遊び－高学年

の造形遊びを通して－」でした。 

 指導要領には造形遊びについて、材料などをもとにした楽しい造形活動（通称・造形遊び）と書いて

あります。この「遊び」という言葉にひっかかってしまう人も多いのではないでしょうか。日本語で遊

びと言うと悪いイメージがありませんか？「真面目に働くことの反対が仕事もしないで遊ぶ」という感

覚はないでしょうか？しかし「ハンドルに遊びがある。」と言うのは余裕があって安全に運転出来ると

いう意味とも思います。また英語では遊びが play ですが、play piano. play soccer は楽器を演奏するや

スポーツをするになります。最近になってようやく遊ぶことでリフレッシュしたり健康回復につながっ

たりと考えられるようになってきました。 

 私は造形遊びを伝える時に使うのは「砂場遊び」です。皆さんは子ども 

の時に、一人または友だちと砂場に遊びに行ったことを思い出して下さい。 

まず砂場に着くと何をしますか？取りあえず、砂で山を作りませんか？ 

ある程度、砂山が出来ると山の形を見て適当な所に穴をほりませんか？ 

穴と穴の間で手をつないでトンネルが完成します。砂場の近くに小枝が 

あれば砂山に埋めて木に見立てたり、また空き容器があればそれに砂を入れて砂山や砂場において建物

に見立てたりしませんでしたか？ 

 このようにあるものから発想できるものを並べたり重ねたりして、何かに見立てて一人でまたは友だ

ちと関わりながらつくっていく活動が造形遊びだと思います。これらの遊びは本来、子ども達が放課後

に家で友だちと遊んでいく中で自然に活動していたことです。鋸や金槌、最近ではカッターナイフ等も

普段使わなくなりつつあります。学校でしなければ出来ないというのは大変残念ですが、これも教育の

一つだと思って割り切っています。 

 私が担任をしていた時に、造形遊びをする場合はカメラを 

数台持って行きました。造形遊びはその時間で完結します。 

活動の中で気に入った色や形があれば数枚写させました。 

後でそれを見た時にどうして写したのかを説明してもらう 

ことで子ども達の思いが分かります。 

皆さんは造形遊びをどのようにとらえていますか？              

武田会長の考える「造形遊び」のとら

えです。みなさんはどのように考えま

すか？みなさんのご意見や考えもぜひ

投稿してください。 

 私は、「遊び」の一番の特性は。自由

と、主体性ではないかと思います。 

         (研究局長 宮川) 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「もりあげヒストリー」から 

 ホームページとブログに掲載している「もりあげヒストリー」から、一部を抜粋して紹介します。 

 

 

宴がたけなわになるにつれ、造形教育の話題にも熱が入りました。１９８４年頃のことです。 

月例会後の「造形談義」で、素材の話に及んだことがありました。 

小関会長は「ところで段ボールは、男かね？女かね？」（今では話題になりにくい世の中ですが）と言

い出しました。 

「なかなか思うようにならない頑固なところは、男性でしょう。」「いやいや、しなやかで結構柔らか

いから女性かも？」などと・・・。 

下世話な話で恐縮ですが「そりゃ！段（男）とボールで男ですよ。」と私が言ったら、小関会長から怒

られた記憶があります。 

小関会長の話題の矛先に誘われて、「段ボールという素材の可能性」を拓いて下さった気がしていま

す。そして、知らず知らず「素材とは何か？造形教育とはなにか？」を学び合った気がします。 

(佐々木 孝) 

小関先生がお元気な頃、もりあげの大会のメインの一つである「十の技術」で、先生は、絵の具、筆、

色紙持参で、毎回似顔絵を描いてくださっていました。子連れで参加されている方は、毎年楽しみに

して、何枚も描いてもらっていました。実は、私も描いていただいたことがあります。先生の思い描

く女性のイメージを重ねられたみたいで、素敵な作品です。いつか皆様にお見せできたらと思ってい

ます。                               （小川 あぐり） 

 
教育学部 4 年時の教育実習指導教官の相場秀夫先生にすすめられて、1973 年 9 月、1 泊 2 日で横須

賀市のホテル三浦ケープシャトーにて第 17 回研究大会（185 名）に参加、研究はたのしいと実感し

ました。「幼稚園におけるかわいくてダイナミックな実践、小学校での細部まで行き届いた指導、中学

校の思春期の特性を生かした指導作品など、どの研究発表にも新鮮さがあり引きつけられました。約

200 人の幅広い年齢層の先生方が真剣に研究協議をし、アトラクションを楽しむ姿を見て、ますます

美術教師への憧憬がつのりました。                   (山口 喜雄) 

普通の宿が、先生方のポップな手作り案内図やポスター、中山府二夫先生の作品等で、次々ににぎや

かで楽しそうな「もりあげ色」に代わっていく。お祭り広場のように･･･。 

 印刷局では、提案発表後、各記録係から届いた手書きの原稿を次々と休みなく印刷する先生方の姿。

翌日の午前中に行われた「１０の技術」の様子までも印刷されたものを冊子にまとめ、帰路につくみ

なさんに渡していたのには驚いた。見事！                (坂生 まゆみ) 

 
どうでしょうか？ 

「もりあげヒストリー」のほんの一部ですが、紹介させていただきました。ホームページやブログに

は、全文が掲載されていますので、ぜひご覧になってください。 

このように、みなさんの「もりあげヒストリー」を残していくことで、これまでもりあげる会がつく

りあげてきた素晴らしい財産、素敵な雰囲気を引き継いでいくことができると思っています。 

みなさんからも「もりあげヒストリー」への投稿をお願いします。  moriage123@gmail.com 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２０２２年、年が明けました。会員のみなさんはよい年をお迎えのことと思います。 

  昨年は、もりあげる会の復活に向け動き始めた年でした。今年は、その動きをさらに進め、復活から 

飛躍に向けて進んでいけたらと思っています。７月には３年ぶりの研究大会が開催できることを願って、 

今年もみなさんのご支援ご協力のもと会をもりあげていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2022年 1月 5日 

moriage123@gmail.com 
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1２月の月例会報告 

 １２月１８日（土）１４：００～１６：００  川崎市立新町小学校   

参加者：武田、増田、紺野、佐伯、小川、小鴨、田口、本間、宮川 (９名) 

 研修会   「だれでも簡単にできる切り絵の極意」（講師：武田会長） 

        武田会長が準備をしてくれた切り絵の下絵をもとに、 

実際に切り絵の作品を一人一人がつくってみました。 

切り絵の基本となる下絵のかき方や切り絵に使う用紙 

カッターナイフ、スプレー糊などの用具や材料の説明 

もありました。ちょっとしたアイデアや工夫でさらに 

楽しくなるので、みんなのアート心も熱くなりました。 

 研究会  「造形遊びのとらえ方」（について提案：研究局） 

運営委員会 （下記のような内容で話し合いました） 

 ① 第６６回造形教育研究大会に向けて 

・プログラムの見直し 

・大会に向けての役割分担や具体的な進め方について(次回以降) 

 ② 今後の月例会の持ち方  

   ・１月は鎌倉女子大学幼稚部 

   ・２月は附属横浜小学校 

あけまして おめでとう ございます 

１月の月例会 

１月２２日(土)１４：００～ 

鎌倉女子大学幼稚部 

研修：「くしゃくしゃアート」(講師：宮川) 

研究：鎌倉女子大幼稚部の造形活動から 

※詳細はHPまたは月例会案内参照 

お知らせ 

横浜国立大学教育学部附属横浜小学校の 

「教育研究集会」があります。 

令和４年１月２１日(金) 

午前中に提案授業があり午後研究協議会があります 

図工は、１年生と４年生の授業です 

※詳細はもりあげる会HPを見てください 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

音からイメージを広げて絵に表す 

 非常勤で行っている大学の図工教育法の授業で、グループで考えて 

図工の授業提案を行う活動をした。 

その際に、「音を聞いて、そこからのイメージで絵に表す」という活動 

を考えているグループがあった。何か参考になる書籍やネットからの 

情報をもとに考えたのかもしれないが、ちょっと面白そうなので話を 

聞いてみた。音を聞いてというので、音楽を聴いて絵に表すのかと思い、 

「どんな音楽を聞かせるの？」と聞いてみたところ、音楽ではなくて 

音を聞くのだという。では、太鼓や笛などの音かなと思ったら、それも 

ありだけど、もっと自然にある音だという。例えば、落ち葉のたくさん 

あるところを歩いているときの音とか、風で葉が揺れたり、強い風が 

吹いたりしたときの音とか、水の流れる音などだという。 

 実際の活動では、子どもたちが、タブレットなどを持って校舎の外に行き、自然の中から自分たちで見

つけた音を録音してくる「音見つけ」から始まる。そして、見つけた音を聞きながらそこから感じられる

色や形、動きなどのイメージを広げ、絵の具などを使って画用紙に表していくという流れになるらしい。 

 自然の音や日常生活の中からの音を自分たちで見つけ出し、そこからイメージを広げて表現していく

活動は、新しい発想でもあり、なかなか面白いなと感じたので、「授業提案を楽しみにしているから」と。 

 自分たちの身の回りにある「音」に関心を向け、自分の感覚で感じ取ることにより自分のイメージを広

げていくという、とても可能性のある活動だと感じた。 

 それから数週間後、授業提案としてこの活動をグループで発表した。 

 学生たちからも「音楽やつくった音ではなく、自然の音や日常の音からイメージするところがおもしろ

いと思う」という反応が多かった。そんな中で、次のような質問と意見を寄せる学生がいた。「この活動

は、聴覚に障害のある子どもがいた場合にどうするのかなと思いました。何か配慮が必要かなと思うので

すが」と。確かに音が聞こえなければ、そこからイメージを広げる活動は難しいだろう。それに対して提

案した学生からの意見は、「音が聞こえ難くても、視覚や触覚など体全体の感覚を通して感じることがで

きると思うので、その子の障害に応じていろいろな感覚で感じたことを表現するように支援していくこ

とが必要だと思います。」というものだった。 

 なるほど、音を聞いてイメージを広げるという活動で、音に焦点を当てているが、実際には、落ち葉の

上を歩いているときには、その音だけではなく、落ち葉を足で踏む感触や、風で落ち葉が流される様子、

落ち葉が積もってふわふわした感じなど、目で見たり、体で感じたりした感覚も合わせて感性が働き、自

分なりに感じたりイメージしたりしているのだろう。 

 この題材では、音をきっかけにイメージを広げられるようにしているが、結果としては、音だけではな

く自分のすべての感覚を通してイメージしていっているのである。そして、それが色や形で表現されてい

く。これがまさに造形活動。 

 様々な障害をもつ人でも、だれでも同じように、その人なりの感覚で感じ取り、イメージしていくこと

によってそれを表現していくことができる。造形やアートって素晴らしい。 

 学生の提案と、それに関わる質問からいろいろと考えさせられた学びであった。 

(宮川 友二朗) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2022年１月 18日 

moriage123@gmail.com 
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気軽に造形教育談義をしましょう 

 復活を目指す「造形教育をもりあげる会」も、順調に軌道に乗ってきたのではないかとうれしく感じま

す。現在登録会員数は、６０名となりました。正直なところ会員登録なんてそんなにしてくれないのでは

ないかと初めのころ思っていましたので、少々驚きと共にわずかの達成感を感じます。 

 月例会も参加人数が増えてきて、研修や研究など内容も充実してきました。 

 さて、その月例会ですが、研修とか研究など月例会のイメージがつかみやすいように案内を差し上げて

いますが、基本は、「集い」「語り合う」ことではないかと思っています。 

 研修は、何かを習得したり学んだりすることですが、それがメインではなく、むしろ、子どもたちに体

験させたい造形活動をそこに集う参加者みんなで体験しながら、時には子ども目線にもなって造形教育

について語り合うことではないでしょうか。 

 研究も、誰かの提案や実践をもとに、具体的な子どもの活動をイメージしながら、「造形教育とは？」

「造形教育の役割は？」「造形教育の大切さ」などについて、みんなで語り合うことではないでしょうか。 

 まだ３０代の頃です。もりあげる会の月例会に参加したとき、当時研究局長だった故中山府二夫さんが

子どもたちの作品をたくさん持ってきていました。みんなが座っていた椅子と長机を脇に寄せて、その作

品を床に並べていきました。そして、その作品がどのような活動から生まれたものなのか、どんな意図が

ある表現活動なのかを話し始めました。その後、みんなで作品を見て回りながらいろいろなことを自由に

語り合った場面を思い出します。大先輩たちばかりの月例会でしたが、臆することも気負うこともなく、

楽しい雰囲気で語り合えたのが印象に残っています。もりあげる会の月例会はこんな雰囲気を大事にし

てきた集いなんですね。 

 だから、月例会には、いろいろな人がもっと気軽に参加してもらいたいなと願っています。 

 もりあげる会の月例会に、気軽に集い、気ままに造形教育談義を楽しみませんか。そこでは、年齢や経

験などにとらわれる必要はありません。そこに集う人それぞれの思いや考えから造形教育について語り

合えたら最高ですね。もりあげの月例会をそんな場にできたらいいなと思いながら新生もりあげる会の

復活を進めています。 

 「ちょっと造形教育について話したいから参加しようかな」「いろいろな人の考えを聞きたくなったな」

「造形について楽しい話題を知りたいな」など、本当に気軽に参加し、毎回いろいろな人が集う場になれ

ば、実質的にもりあげる会が神奈川県の造形教育に関わる人の交流の場となり、人と人をつなげる場とな

っていくでしょう。夢のような話かもしれませんが、実現したら素晴らしいですよね。 

 ということで、会員となっていただいたみなさん。どうぞ気軽に月例会に顔を出してください。月例会

に参加したからといって、何か役を頼んだり、仕事を押し付けたりは決してしませんから。 

 純粋に、「気軽に楽しく造形教育談義をしたいから」という気持ちで・・・。          

 (宮川 友二朗) 

mailto:moriage123@gmail.com
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〇造形活動の実践 

 ・自分が実践したものでも見たものでも 

〇造形教育について思うこと 

 ・御自身の考え ・提言 

 ・日ごろから思っていること など 

〇「造形教育をもりあげる会」への思い 

 ・HP の「もりあげヒストリー」のような 

〇「会報」の記事へのご意見・感想 

〇その他、造形教育に関わるエピソードなど 

もりあげる会のメールに送ってください 

 moriage123@gmail.com 

 

１２月の月例会に参加した人の感想から 

 ホームページの掲示板に投稿された感想です 

〇30 分でできる切り絵体験、楽しかったです。細かいところから始めると集中力が切れないとも教えて

もらいました。カッターの切り口がイマイチですが 30分ぐらいでできたのかな？また、他の下図も頂

いたのでやってみたいです。 

〇私がはじめて【もり上げる会】に参加しましたのは、全国的に民間教育団体による公開授業、実践研

究や作品の交流が盛んなときでした。半世紀近くも前のことになると思います。 

【もり上げる会】といいますと、小関利雄先生や真鍋一雄先生、荻原先生、藤巻先生など一言でいう

とみなさん血気盛んなお顔が浮かんできますので、その時代です。 

あるとき、その先生方と一緒に逗子市の法勝寺にある「かぐのみ幼稚園」へ参観に押し寄せたことが

ありました。どろんこだらけの園庭、庭山、飾り物いっぱいのガラス窓。… 

かぐのみ幼稚園では、こんな活動を通して子どもたちを大きく育てている、という提案を投げかけら

れ、ほんとうに度肝を抜かれました。造形遊びという活動領域をしめす言葉のなかったころです。そ

れに比して、小学校などでは何を育てようとしているのかなど、普段の実践を、きびしく見つめ直す

ことを求められていたように思い出します。現在でも、その宿題は出せずに過ぎているのですが、少

しでも【もり上げる会】の前向きで、健康的な会のエネルギーを、再度取り入れるように参加したい

と思います。 

〇今回初めて参加しました。思い切って参加してみて良かったです。新しい、勉強できる場に出会えて

嬉しいです。次回も宜しくお願いします。 

〇月例会の研修で作品を作ることは、普段指導をしている教師が児童・生徒の気持ちに近づけます。子

ども達の思いに近づける事は、指導する上で忘れてはならないことだと思います。つくり上げる楽し

さやつくっている時の困り感を体験することを感じることがとても大切な事だと思います。 

 また、研究で「造形遊び」について話し合いました。２０年以上経ってもまだ定着しているとは言

いがたいものです。図工・美術にあまり興味関心がない先生方に是非話し合いに参加してもらいたい

と思いました。 

「会報」への投稿を募集します 

 復活版会報も第５号の発行となりました。 

 会報には会員のみなさんを繋ぐ大切なツールと

しての役割があります。 

 さらに今後は、会報を通して会員のみなさんの

交流にも役立っていけたらと考えています。 

 そこで、みなさんからもこの会報を通して発信

をしてもらいたいです。 

具体的には、会報にみなさんの実践や活動、意

見、考えなどを投稿して欲しいと思っています。 

 投稿の内容は右のようなものはどうでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2022年２月８日 

moriage123@gmail.com 
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 横浜国立大学教育学部附属横浜小学校研究集会の報告 
 

１月２１日（金）２２日（土）に横浜国立大学附属横浜小学校では、研究集会を行いました。コロナ

ウィルス感染急拡大の最中となったため、直前まで開催方法を議論・模索しました。「子どもの実際の姿

を直接見てもらいたい」という思いから、参会者を１０名以下にした小規模開催に至りました。また参

会できなかった方のために後日動画配信をするということにもなりました。「造形教育をもりあげる会」

の会員の皆様にも、僭越でありますが、４－１（大髙）や１－２（阿部）の実践をご覧いただき、ご指

導・ご助言いただけたらありがたく存じます。 

私は、４年生で『ダンボールーム ～いつも通り＋異世界＝プラ１シティ～』という、子どもたちと

つくった単元を公開しました。「『共に愉しむ』を軸とした対話が、新たなそうぞう（想像⇔創造）を生

む」ということが、私の今年度大切にしているテーマで、そのような場をめざしていきました。 

図画工作の時間には、素材とかかわる中で生まれる想いや漠然と抱いていた願いを、具体化し、プロ

ジェクトとして取り組んできました。『ダンボールーム』もその一つで、ダンボールで家や町、生き物を

つくりたいという願いをもとに、「クラスで一つの町をつくろう」という話になりました。町を貫くテー

マは「普通の町に、恐竜が現れたりしたら、びっくりして面白い。」等の発言から『いつも通り＋異世界』

となりました。「プラ１（プラス１）」とは、４年１組の学級愛称です。 

研究集会当日は、鑑賞の場面を見てもらいました。子どもはつくった後に、遊びながら味わう時間を

想定していましたが、教師から「プラ１シティの住人になって、２日間を過ごそう」と投げかけました。

実際、つくっている段階から、「この飛行機をつかって向こうの家に食料を運ぶ」や「恐竜が出てきたら、

その戦車で家を守ってね」、「このホテルには地下室があって、そこで泊まってもらおう」等、ダンボー

ルで造形をしながら、たくさんの物語を子どもは互いに語っていました。客観的な鑑賞や、ただ遊ぶの

でなく、同じ町の住人として即興的に物語を紡ぎながら、町を生き、自然と鑑賞やつくりかえが行われ

ることを意図しました。 

「コケコッコー」。日直の子どもの朝の合図をきっかけに、一日目が始まります。起床し近所の人にあ

いさつをする子、朝のラジオ体操を始める子、喫茶店の開店準備に追われる子、それぞれが自分の想い

描いていたことを、身体とダンボールで表現しました。お昼になると、友だちの喫茶店に訪れたり、ラ

ンチを食べに行ったりする中、即興的な演技のやり取りが生まれ、プラ１シティの世界がより重厚にな

っていくのを感じました。夜になると、恐竜が現れたり、バーで宴会が開かれたり、お化け屋敷が開店

したり、ホテルへお客さんを案内したりして、夜の町を愉しみながら、それぞれ就寝に向かっていきま

した。おもしろいと思ったのは、プラ１シティの世界に入り込みながら、また創作を始める子がたくさ

んいたこと。そして、そうした仲間の姿も、プラ１シティの光景として他の子どもは受け取っていたこ

とです。私はお巡りさん役として、町をまわっていましたが、ある旅館で昼食を注文したら、その場で

ダンボール（お肉）を切って、コンロらしき所に置いて、調理をしていました。それを見ていた子ども

は「できたてだね！」と言葉を交わしていました。町の至る所で、偶然と必然で新たな物語を生みだし

ていく子どものダイナニズムに圧倒されました。私自身、子どもの豊かな想像性を愉しみ、身体と心の

柔らかさにも驚いた、ファンタジック時間を過ごすことができました。 

 協議会では、先生方の見取った色々な物語が語られ子どもの活動の意味や意図が明らかになりました。 

講師の先生方からは『なって みる（見る）学び』の価値について、また仲間の作品を愛情をもって取り

扱う大切さ、想像と創造によってつくられた世界に浸っていくことで生まれる可能性についてご指導い

ただきました。                    横浜国立大学附属横浜小学校 大髙伸弘 

  ※活動の様子の写真は裏面にあります 
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月例会について 

１月の月例会は、コロナの感染急増により中止となってしまいました。 

 １月の月例会で予定しておりました「くしゃくしゃアート」の研修と鎌倉女子大学幼稚部の造形活動

への取り組み報告については、今後どこかの月例会にて行わせていただきたいと思います。 

 ２月の月例会については、 

 ２月２６日(土)横浜国立大学教育学部附属横浜小学校にて行います。 

 冒頭の記事にある「附属小学校研究集会」の様子を紹介してもらう予定です。 

「くしゃくしゃアート」の紹介 

    ～ほんのさわりだけ～ 

 １月月例会の研修で行う予定だった「くしゃくしゃア

ート」のさわりだけ紹介します。 

 名前の通り、紙をくしゃくしゃに丸めることから始め

ます。紙は丸めやすければ何でも大丈夫。上質紙やコピ

ー用紙など。 

 紙をふわっとした感じに丸めたら、それを開きます。

あまりぎゅうぎゅうに丸めると広げにくかったり、破け

たりするので適度に。広げると当然しわだらけになって

います。そのしわをなぞるように、自由に形や模様を見

つけながら鉛筆やサインペンなどで線を引いていきま

す。ここではあまり考えすぎずに、いろいろな線や形が

生まれてくるのを楽しみながら進めていきます。 

 できた形に、これまた好きなように色鉛筆やマーカー

で色を付けていきます。 

 単純な活動ですが、実はこの活動を通してたくさんの

可能性や子どもたちの育ちが期待できるのです。 

 どんな･･･？ それは、ぜひ研修での実際の体験を通し

て伝えたいですね。お楽しみに・・・。 

(宮川 友二朗) 
これは「くしゃコロアート」

という別の活動です
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造形教育を通して何ができるの？  

 「学級王国」っていうと、一昔前のことのようですが、今の学校ではどうなんでしょうか。 

 「学級王国」という概念は大正時代に始まったようですが、もとは学級における集団的な自治が基本と

なり、そこには子どもたちの自主性と主体性が前提としてあり、学校内で担任同士が互いに干渉しあう

ことなく担任による学級経営が尊重されるというように、割とポジティブに捉えられていたようです。 

 私のイメージとしての「学級王国」は、担任(指導する側)という立場や大人であることを利用して力で

独裁的に子どもたちをコントロールしている学級を思い浮かべ、とてもネガティブな印象です。みなさ

んはどうでしょうか。今はネガティブな捉え方が一般的ではないでしょうか。 

 そんな学級では、子どもたちは、先生に言われたことを素直に行っていれば問題はなく、たとえ高圧的

に言われたとしても、理不尽なことを要求されても、従っていれば先生からはいい子だと認められ、安心

して過ごせる。逆に、自分の考えを主張したり、やりたいことを行動に表したりすると、強く注意された

り妨害されたり、悪い子扱いされたりして、とても居心地が悪くなってしまう。 

 この状況では、子どもたちは自分で考えることをしなくなり、考える力も育たないし、自分で考える楽

しさも味わえなくなってしまいます。さらに言えば、自分自身を表現することを封印して、人に流される

だけの生き方になってしまいます。 

 私たちが、造形教育で大切にしていることと正反対の状況です。しかし、残念ながら指導という名のも

とにこのような学級経営をしている先生が、皆さんのまわりにも少なからずみられるではないでしょう

か。では、造形教育を通して私たちは何ができるのでしょうか。 

 「造形教育を通して、自分を表現することの楽しさや大切さを体感させる。自分なりのものの見方や考

え方を大切にし、自分で考え追求する力を育てる。そして、自分なりに解決したり決定したりできるよう

な姿勢を育む。」ということを、実践を通して多くの人に伝え広めていくことではないでしょうか。 

 造形教育で大切にしていることが、これからの子どもの学びや育ちに必要なことだということを、実

践を通して明確にしていくことではないでしょうか。 

また、自分で考えることや自分を表現すること、自分で決定することの大切さを知り、それが実現でき

る子が育てば、「学級王国」の中でも、「先生それはおかしいと思います」「なぜ、そうするのか説明して

ください」「私はこうやった方がいいと思います」とはっきり言えるようになるのではないでしょうか。 

でも、このような子が育つためには、「あなたの考えは間違っていないよ」「自分の考えをはっきり言う

のはいいことだよ」と認めてくれる大人がいないとだめですね。 

STEAM 教育、アート思考やデザイン思考という考え方が、教育界はもちろん社会でも注目されていま

す。STEAM 教育の「A」はアートです。自分の興味や関心をもとに自分でイメージを広げ、自分で考え

（創造する）、それを表現し伝えていく力が求められているのです。造形教育の重要性、必要性がますま

す増大してくることでしょう。「造形教育をもりあげる会」の役割大きいです。     (宮川友二朗) 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

諸先輩の情熱に圧倒されて 

私は、1966 年新米教師として横浜市港北区の小さな小学校（全校 11 学級）に着任しました。 

主任は、1 つ先輩の横浜国大教育学部美術科卒業の新沼先生でした。その先生のお誘いがあって、造形教

育をもりあげる会の存在をはじめて知ったのです。 

私は、大学は異なるものの初等教育科で学び、卒論は木版画の研究とその制作でしたので、 

いつかは図画工作科の研究も進めてみたいとは思っていました。 

しかし、大学時代に木版画を師事した河西万文教授は、「佐々木には、教育の教の字も教えなかったなあ。

制作は当分止めて学校教育に専念しろよ。」ということで、大学を送り出してくださったのでした。上野

の公募展を除いて、3 年ほどその言いつけを守りました。 

私は、学生時代から大田高耕士主宰の日本教育版画協会発行「はんが」を購読していました。 

また、教師になり、教え子たちの版画をコンクールに応募していました。（版画は、複数できるので、子

どもや保護者にはしんぱいかけませんでした） 

 1968 年、版画コンクールの審査員の依頼があり、八王子に出向きました。 

 その審査会に、後の造形教育をもりあげる会会長になられた荻原勉先生と出会ったのです。 

 昼食時、自己紹介をし合い雑談となりました。 

「造形教育をもりあげる会」のお誘いを受けましたが、体育や特別活動など小学校の教育そのものをまだ

まだ未熟だった私は、以前にも誘いがあった記憶だけ残し、参加は見合わせていました。 

 私は、1971 年、希望がかない横浜市神奈川区に異動することになりました。 

移動先の学校は全校３８学級で、しかも隔年ペースで全国発表するような研究校でした。 

何故か私は、図画工作科部員となり、数年後には、図画工作科の重点研究が始まりました。 

市や区内の研究会にも顔を出すようになったのです。 

なんと、そこに同じ神奈川区内の荻原勉先生がいらっしゃったのです。 

会が終わると飲み会に誘われました。当時は、下戸でしたので、ほど 

ほどの付き合いでした。しかし、参加してみると話芸多芸、教育談議 

に花が咲き、雑談の中に光るものをたくさん発見したものでした。 

異動した翌年（1972 年）、私は、第 17 回造形教育をもりあげる会 

（会場；冠峰楼、200 余名参加）にて、分科会の責任者となっていた 

のです。 

会長は、造形教育をもりあげる会を創設した小関利雄先生、事務局長 

は横浜国大附属中学校美術科教官の相場秀夫先生でした。                  

大会後の月例会には、相場先生の勤務校で行われ、私も毎月参加する 

ようになりました。              (佐々木 孝) 

 

 

★月例会後、石川町駅傍の「東

国屋」は、お決まりのコース。

素敵な燗瓶を頂きました。 
これは、もりあげる会ホームページに掲載している「もりあげ

ヒストリー」より、前会長佐々木先生からの投稿記事です。 

以前にも紹介しましたが、まだ HPの記事を見ていない方は、

是非「もりあげヒストリー」に目を通してみてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第７号の配信をした直後に、森本先生からメールで会報の記事「造形教育を通して何ができるの？」への 

感想を送っていただきました。 

この会報のねらいの一つである「会報を通してそれぞれの思いや考えを交流する」が、具現化されました。 

これから先、会報でいろいろな人の意見や考えを紹介していきたいと思っていますので、まずは投稿して 

ください。そして、投稿された記事に対して、感想やご意見をお寄せください。なかなか顔を合わせて集 

うことが難しい社会状況の中で、会報にできる役割を探っていきたいと思います。 

造形教育をもりあげる会 

会長：武田晴信 

2022年２月２４日 

moriage123@gmail.com 

第８号 
https://www.zoukeimoriage.com/ 

 

会報第７号記事への感想 

いつも会報を楽しみに読ませて頂いています。今回は、第 7号を読ませて頂き、特に、感じる部分が

ありましたので、少しだけ私なりの感想を送らせて頂きます。 

会報の中で、宮川先生は、「学級王国」の話をされていて、～自分の考えを主張したり、やりたいこ

とを行動に表したりすると、強く注意されたり妨害されたり、悪い子扱いされたりして、とても居心地

が悪くなってしまう。～と書かれていました。 

その部分を読んだ時、私の小学校時代が、まさしくそうだったな。ということを不意に思い出しまし

た。小学校５年の時です。先生に注意されたことに、どうしても納得がいかなかったので、先生に丁寧

な説明を求め、自分なりの考えも主張すると、先生は「生意気言うな！先生の言うとおりにすればいい

んだ！」と、ものすごい剣幕で怒りだしたのです。私は、その姿を見て、この教師に、自分の正直な気

持ちを出すことは一切やめようと、その後は、まったく自分を出さずに、小学校生活を終えることにし

ました。 

その他の学年の時にも、自分の思いを出したが故に、居心地の悪い思いをすることは何度もありまし

たので、私は、自分をいかに出さないようにするかということに、いつも神経を傾けて生活をしていた

ように思います。 

そのような小学校時代でしたが、今でも嬉しく覚えていることが一つだけあります。それは、図画工

作の時間に、壷を写生した時です。風情ある色合いの壷を小学生が写生するのは、とても難しい課題だ

ったように思うのですが、私は、何故か、それらの壷の美しさに惹かれ、写生をするのが楽しくて、色

も形も、自分なりに精一杯工夫をして完成させました。自分でも上手く描けたな。。。と思って先生のと

ころに持っていくと、「いいね！これはいい壷だ！！」と、とても褒めてくださり、廊下にもきちんと

飾ってくださったのです。あの時は本当に嬉しかったし、まさしく自由に表現する楽しさと、そのこと

を受け止められることの幸せを、深く味わった瞬間だったかなと思います。 

今も、美術展を見たり、自分でも描いたり作ったりするのが好きなのは、まさしくこの時の経験が根底に

あるからと思いますし、自分の思いが大切にされ、自由に表現出来る楽しさを味わえることが、人間が生

きていく上ではどれほど大切であるかということを実感しているので、この思いを、この会の皆様とは

ぜひ共有させて頂きたく、感想を送らせて頂きました。   (鎌倉女子大学附属幼稚部 森本 壽子) 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《造形教育をもりあげる会》が私の育ちの広場 

 造形教育をもりあげる会が私の育ちの広場です。広場はオープンで人々が集まり、出会いがあり、情報

や意見の交換が行われ、その都市の発展の基礎となるエリアをさします。 教育学部 4 年時の教育実習

指導教官の相場秀夫先生にすすめられて、1973 年 9 月、1 泊 2 日で横須賀市のホテル三浦ケープシャト

ーにて第 17 回研究大会（185 名）に参加、研究はたのしいと実感しました。「幼稚園におけるかわいく

てダイナミックな実践、小学校での細部まで行き届いた指導、中学校の思春期の特性を生かした指導作

品など、どの研究発表にも新鮮さがあり引きつけられました。約 200 人の幅広い年齢層の先生方が真剣

に研究協議をし、アトラクションを楽しむ姿を見て、ますます美術教師への憧憬がつのりましたし、テー

マの〈現代っ子のイメージをどう育てるか〉はその後の私の指針にもなりました」と 1986 年の小著に記

しました。のちの歴代会長の荻原勉・佐藤元巳・佐々木孝の各先生ほか諸先輩の輝きに強い憧れを感じ、

学んだことを南区公民館にて学生数人で毎土曜運営の「造形教室」に反映させて教員採用試験に合格す

ることができました。 

 1974 年 4 月横浜市立洋光台第一中学校新任、授業実践研究の基礎をもりあげる会で学べたことが、具

体的な授業展開の支えでした。1 ヶ月後、救いを求めるように 5 月同会場の第 18 回研究大会（273 名）

に教科経営への切実な課題をもって参加。真摯な授業研究あり、たのしみながらの技術や材料用具と表

現体験あり、歌い語る場ありの充実した 1 泊 2 日、授業実践研究への見通しを立てることができました。

パソコンもインターネットも汎用される以前、美術教育書や美術教育ジャーナルしか研究の方法がなか

った当時、造形教育をもりあげる会は公立中学校美術教育研究会・研修会以上にフレッシュなたのしい

研究の広場でした。翌 1975 年 5 月第 19 回も同会場（267 名）、多くの先輩と交流ができ、授業実践の学

びも充実してきました。閉会間際に萩原先生から次期研究発表を依頼され、勇気を出して引き受けまし

た。受動的から能動的へ、後半生へのターニングポイントでした。 

（元宇都宮大学教授 山口喜雄） 

 

「もりあげヒストリー」より 

「もりあげヒストリー」は HP

から見ることができます。 

https://www.zoukeimoriage.co

m/cont12/main.html 

発足当初の研究大会(第３回頃) 

https://www.zoukeimoriage.com/cont12/main.html
https://www.zoukeimoriage.com/cont12/main.html
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２月月例会(役員会)報告 

 ２月２６日(土)川崎市立新町小学校 参加者：６名 

 コロナの感染拡大に配慮し、少人数の役員による話し合いとした。 

＜話し合った内容＞ 

１．第６６回造形教育研究大会について 

２．今後の月例会の持ち方について 

３．事務的なことの確認 

 

「第６６回造形教育研究大会」について概要が決まってきましたのでお知らせします。 

〇日時  令和４年(２０２２年)７月２３日(土)９：００～１５：３０ 

〇会場  横浜ワールドポーターズ （６F イベントホール） 

〇大会プログラム ※まだ（案）の段階で確定ではありません 

 ・みんなでアートⅠ 

   受付時に、参加者全員が簡単なアート表現を行い、全員の表現を合わせて一つのアートにする 

 ・オープニング 

   提案者の紹介や大会テーマについて 

   ※提案については、現在６提案がほぼ確定しています。 

    今回は８つの提案を予定しています。 

 ・分科会Ⅰ 

  ４ブースに分かれ、４提案を研究協議 

 ・みんなでアートⅡ 

   参加者みんなでできる「造形遊び」の体験 

 （ここまで 午前の部 昼食休憩をはさんで、この後 午後の部） 

 ・分科会Ⅱ 

  ４ブースに分かれ、４提案を研究協議 

 ・造形体験タイム 

  ワークショップやポスターセッションなどで、体験型の研究会を予定しています 

 ・フィナーレ 

〇研究大会を実施するにあたっての配慮事項 

 ・コロナの感染の状況によっては、時間短縮や午前または午後のみというプログラムも考慮する 

 ・飲食の提供（お弁当の注文も含む）は一切なしとする 

 ・研究冊子のオンライン化も見据え、申込は全てメールによる受付とする 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報「UMU」への投稿のお願い 

 会報「UMU」を読むのを毎回楽しみにしています。との声もちらほら聞こえてきて、大変うれしく思

っています。 

 おかげさまで、UMU も第９号の発行となり、いよいよ二桁の号数に突入です。そこで、UMU の内容

をさらに充実させ、読んで楽しい、そして何かしら得られるものにしていきたいと考えています。 

 その具体案として みなさんからの投稿を大募集したいと思います 

 投稿大募集といわれても、何を投稿してよいのかわからないよ。となってしまいますよね。 

 次のようなジャンルで考えてもらえるといいかなと思います。 

 

造形活動の実践紹介 

 現職先生方や保育士の方々ならば、普段実践

されている授業や活動を紹介してください。 

 子どもたちがワクワクドキドキしながら活動

していたり、夢中になって取り組んでいたりす

る様子が見える幼な実践を歓迎します。 

子どもたちの声や活動を通して変容する姿な

ども伝わるといいですね。 

本の紹介 

 あなたのおすすめの本を紹介してください。 

 造形教育に関わる本に限らず、いろいろな人に

ぜひ読んでもらいたいなと思う本を紹介してく

ださい。 

 おすすめの理由はいろいろあると思います。 

 とにかく楽しい。いろいろ考えさせられる。 

 役に立つ。刺激を受ける。・・・ 

どんなものでも OK です。 

私の考える造形教育 

 もりあげる会の会員のみなさんは、日々造形

教育や教育活動について考えていることと思い

ます。 

 その一端を文章で表して、みなさんに問いか

けてみてください。 

 色々な人の考え方を共有したり、そこから刺

激を受けたりすることは大事ですね。 

造形に関わるエピソード 

 ご自身の造形活動や子どもと一緒に取り組ん

だ造形活動などから、何か楽しいエピソードや

おもしろい経験などを紹介して下さい。 

 造形を広くとらえていただいて、何かをつく

ったり表現したりすることに限らず、日常的に

見たり感じたりしたことの中からで構いませ

ん。 

末永幸歩さんの「１３歳からのアート思考」です。 

この本は、自分なりのものの見方や考え方から生まれてくる「なぜ」を探求し

続けることで自分なりの答えを見つけていくことの大切さを段階を追ってわ

かりやすく解説してくれています。そして、私たち子どもを育てる立場の大

人こそが、このアート思考を身に付けていくことが必要だと。そこには、子ど

もを図工・美術嫌いにさせない強い思いも。 

末永幸歩さんは、もりあげる会のメール会員にも登録してくださっています。 

                        (宮川 友二朗) 
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実践以前から「実践」の質的変容へ 

                     元宇都宮大学教授・元日本教育大学協会全国美術部門代表代理 山口喜
のぶ

雄
お

 

 授業とは、一般に学校制度下で教育的意図により計画・組織・展開される教授と学習を軸にした営為を

いいます。その意味で教育実習生による授業は、後述する「実践」以前の状態です。本稿は子どもたちの

表現力を育てる実践「島小教育」で教育史に残る斎藤喜博
きはく

（1911～81：教諭・校長・宮城教育大教授）が

著した『教師の実践とは何か』（国土社 1968）の「実践」観を援用して授業実践を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 実践するということは、自分の目の前にある具体的な事実なり問題なりを対象にして、具体的

に考え、具体的に行動し、具体的に事実を動かし問題を解決していくことである。事実の中から

解決しなければならない課題を絶えず自分のなかにつくり出し、どんなにその課題が困難なもの

であっても、たじろがずに全うに課題に立ち向かい、あらゆる工夫と努力をして、課題を解決し

たり新しい事実や課題をつくり出したりすることである。一つの方法が駄目なら他の方法でやっ

て、必ず新しい事実や課題をつくり出したりすることである。（前掲書 118 頁） 

 広くは時代や社会の進展、身近な勤務校や研究会役職の更新は、事実や対象の変化に連動します。筆者

は上記の論旨に共感し、2016 年の定年退職時に教職 42 年間を俯瞰して「美術教育における〈学校現場経

験〉の可能性」（『アートエデュケーション思考』学術研究出版 BookWey 198～211 頁）を執筆。それを再

考し、筆者が新たな事実や課題に遭遇し「実践」の質的変容をどう進めたかを要約して綴ります。 

1）実践模索期［1974 年／23 歳初任：横浜市立洋光台一中、生徒数 1100 名、概数、以下も同じ］ 

 受験志向が高く美術不要論も耳にする地域。7 歳先輩美術教師は指導力も技能も優れ、筆者は年間学習

計画作成がやっとで 50 分間授業を長く感じる発展途上でした。学部 4 年から参加の造形教育をもりあげ

る会がこの時期の支えでした。諸先輩の実践や発言に憧れた筆者は大会テーマ「現代っ子のイメージをど

う育てるか」をそのまま自己課題としました。学習の意義を理解しやすく関心を持続できる題材として生

徒自身に関わる〈自画像〉〈イニシャルデザイン〉、伝統文化を背景にもつ〈物語版画〉の授業を行いまし

た。 

2）実践試行期［1976 年／25 歳：分校後の洋光台一中、生徒数 700 名］ 

  団地開発が進み生徒大幅増のため洋光台二中ができ美術は筆者一人、担当学年のみの責任から教科運営

へ。他に生徒会指導係長や最大行事の一中祭文化の部指導委員長、PTA 広報委員会顧問へと役割が急拡

大、空き時間は授業研究以外に没入。生徒会選挙の視覚化や新聞委員会の手書き紙面デザインを指導。美

術部による 12m の一中祭スローガン幕制作、全国 PTA 広報紙コンクール受賞など造形教育の裾野を広げ

る活動に傾注しました。他方、造形教育をもりあげる会からの要請を受けて 1976～79 年（第 20～23 回） 

に研究発表をしました。下絵・転写・彫り・刷りと発展性がある版画題材で第 20 回：〈団地っ子たちと 
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３月月例会報告 

 ３月１９日(土)１５：００～ 横浜市ほどがや地区センター   参加者（８名） 

１．第６６回造形教育研究大会に向けて 

〇提案者は現在７名確定 

 〇大会プログラムについて 

  ・「みんなでアートⅠ」 → 受付後オープニングまでの間に行う 

  ・分科会について → 分科会責任者を運営の立場から選任 

  ・「みんなでアートⅡ」について → 会場の下見をして検討(活動の可否) 

  ・研究紀要について → HPから各自ダウンロードする形式を考える 

  ・参加申し込みについて → 参加申し込みは、原則メールによる申し込みとする 

  ・参加費 一般３０００円 学生２０００円の予定 

２．今後の月例会について 

  〇４月 ４月１９日(土)１４：００～１６：００ 横浜国大附属横浜小学校 

      ・大会提案者の提案内容検討（附属横浜小学校:大高先生・あずみ野中学校：本庄彩子先生） 

３．鎌倉女子大学幼稚部の細谷先生から 

  幼稚部での造形活動の取り組みや作品展終えてからの子どもたちの様子などの紹介があった 

「物語版画づくり」〉、第 21 回：〈ドライポイント版画「全力で走る人」〉を発表。鑑賞や教材化へと視点

を転じて、第 22 回：〈夏の美術館・美術展あんない〉〈西洋近代美術のながれ・美術家の研究〉〈郷土の民

話木版画共同制作〉、第 23 回：〈受験期の中三生徒が力を発揮できる授業と教材づくり〉。4 年連続の集中

的な研究発表はマンネリ化を脱し、発表時の批評から学ぶことで浅い思考から、眼前の生徒の状況をとら

えた題材構想へと推移させていきました。そのころは、職員旅行解散朝に約三分の一が参加するスケッ

チ・写真「美と味覚のツアー」を主宰し、その作品を関内駅近くの画廊レストランで展示する「一洋展」

を開催。夜間デッサン講習や夏期人物画・風景画研修にも参加し、自身の表現力向上をめざしました。 

3）実践発展期［1981～83 年／30～32 歳：洋光台一中、生徒数 1000 名］ 

 けれども、筆者には学級経営の諸問題の壁を越えられない事実がありました。勤務年数が増えると、大

変な困難が予想される生徒や学級を担任せざるを得なくなりました。当時の三大困難は、登校拒否といわ

ゆる「ツッパリ」と「いじめ」という問題行動でした。年間授業日の過半数 110 日欠席生徒の担任をした

ときは、学校長・学年主任の許可を得て横浜市中美生徒展の受付手伝いを依頼しました。長欠生徒がそれ

以前に出会った人数の枠を超えた多様なやりとり、同年齢の作品鑑賞が功を奏し、欠席は 70 日まで向上

できました。作品表現に取り組まなかったツッパリ生徒へは、担任に共感してくれる周囲の生徒の助力を

得て自発的な美術学習となるような学級の雰囲気づくり、授業中に意識的に言葉かけを続けて好転を得

ました。また、厳重な叱責だけではいじめ行為の本質的な解決はできません。〈いろいろな技法を用いた

デザイン〉表現学習を、学年学級委員会指導責任者の筆者は、行為生徒が真に願う 2 学年卒業の歌合唱と

併行させた指導の成功で、行為生徒に「反省的自己」形成を促すことつながり、両方とも具現化させるこ

とができました。 

 本稿の 23～33 歳の記述内容は、「第 21 回教育美術賞 Ｂ部門美術教育に関する実践報告」（教育美術誌

1986 年 8 月号 26～39 頁）の教育美術佐武賞受賞《美術教師十年の軌跡》に基づいて執筆し直しました。

これ以後の横浜市立大鳥中・菅田中、筑波大学附属小での授業実践については、他の機会に譲ります。 


